
編
集
後
記

編
集
後
記

�

編
集
後
記

�

　
１１
日
間
に
及
ぶ
決
算
議
会
が

白
熱
し
た
議
論
で
終
結
し
た
。特

に
固
定
資
産
税
、国
保
税
の
収
入

未
済
額
の
拡
大
は
生
活
困
窮
に

よ
る
も
の
か
？
意
識
的
な
も
の
か
？

税
納
入
の
公
平
面
か
ら
も
大
変

難
し
い
も
の
が
あ
る
。�

　
税
金
と
い
う
言
葉
は
誰
も
が

好
ま
し
く
は
無
い
も
の
で
あ
る
が
、

町
政
の
執
行
に
必
要
不
可
欠
な

財
源
で
あ
る
。�

　
格
差
社
会
、年
金
問
題
、経
済

の
低
迷
等
社
会
不
安
が
広
が
る

中
で
田
上
町
の
現
状
と
将
来
展

望
を
明
る
い
も
の
に
す
る
べ
く
知

恵
を
出
し
て
町
政
は
町
民
の
為
に
、

そ
し
て
町
民
が
町
の
為
に
と
、理

解
し
て
も
ら
え
る
時
が
田
上
町
の

発
展
の
礎
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。�

　
そ
の
為
に
議
会
も
執
行
と
議

論
を
重
ね
確
か
な
方
向
性
を
示

す
事
が
必
要
で
あ
ろ
う
。�

（
泉
田
記
）�

委  

員  

長
　
池
井
　
　
豊

副
委
員
長
　
渡
邉
　
正
策

委
　
　
員
　
吉
田
　
昭
一

委
　
　
員
　
泉
田
　
壽
一

委
　
　
員
　
川
口
與
志
郎

委
　
　
員
　
中
野
　
和
美
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お知らせ

１２
月
定
例
会
初
日
の
予
定

１２
月
１７
日
　�

町
の
幼
児
園（
幼
保
一
元
）建
設
構
想

が
明
ら
か
に
な
り
、７
月
２３
日
の
臨
時
会

で
議
員
発
議
に
よ
り
、特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。�

町
で
は
当
初
、地
方
交
付
税
の
削
減
等
、

町
の
財
政
状
況
か
ら
判
断
し
、【
民
設
民

営
】の
考
え
で
あ
り
ま
し
た
が
、町
民
の

皆
様
の
協
力
も
あ
り
、財
政
健
全
化
計

画
の
進
行
状
況
か
ら【
公
設
公
営
】で
建

設
す
る
事
も
可
能
と
最
終
判
断

を
し
ま
し
た
。計
画
案
で
は
、�

・
公
設
公
営
に
よ
る
平
成
２２
年
４

月
１
日
開
設�

・
５
箇
所
の
保
育
所
と
竹
の
友
幼

稚
園
と
統
合�

・
定
員
人
数
２３５
人�

・
増
築
面
積
１
千
５４６
㎡
な
ど�

９
月
４
日
に
全
委
員
か
ら
町
の

計
画
案
に
つ
い
て
意
見
を
聞
き
ま

し
た
。委
員
全
員
は【
公
設
公
営
】

で
の
幼
児
園
建
設
自
体
に
は
賛
成

で
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、２
人
の

委
員
か
ら
小
学
校
区
で
の
２
箇
所

を
主
張
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、今
後
の
課
題
と
し
て
町
の
研

究
不
足
、臨
時
職
員
の
処
遇
、災
害
時
の

安
全
対
策
、地
盤
の
調
査
、竹
の
友
幼
稚

園
自
体
の
老
朽
化
、木
造
で
の
建
築
な
ど

の
問
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。�

特
別
委
員
会
で
は
今
後
も
建
設
方
法
・

運
営
方
法
な
ど
さ
ら
に
調
査
、研
究
を

推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。�　

　
　
委
員
長
　
児
玉
　
輝
男�

�

　
平
成
１９
年
７
月
２３
日
、第
４
回
臨

時
会
が
招
集
さ
れ
、２
議
案
を
提
案

ど
う
り
可
決
し
ま
し
た
。�

�

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
　
歳
入
歳
出
と
も
５７３
万
３
千
円
が

追
加
補
正
さ
れ
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
田
上
中
学
校
体
育
館
の
天

井
ボ
ー
ド
工
事
経
費
と
し
て
専
決

処
分
さ
れ
た
も
の
で
す
。�

�

◆
田
上
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　
　
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
に

係
わ
る
所
得
割
額
、均
等
割
額
の

税
率
を
上
げ
る
案
件
で
す
。３
年

計
画
で
段
階
的
に
税
率
を
引
き
上

げ
る
と
い
う
こ
と
で
、今
年
２
年
目

に
当
り
、税
率
を
上
げ
る
こ
と
を
承

認
し
ま
し
た
。�

平
成
１９
年
第
４
回�

 

田
上
町
議
会（
臨
時
会
）�

�

幼
児
園
建
設
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置�

幼
児
園
建
設
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置�

（月）�
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一般会計・特別会計補正予算可決�
平成１８年度各会計決算認定�

一般会計・特別会計補正予算可決�
平成１８年度各会計決算認定�

    

    

９
月
１８
・
１９
日

　
初
日
、会
期
が
９
月
１８
日
〜
２８
日

ま
で
の
１１
日
間
と
さ
れ
町
長
よ
り

１７
議
案
が
上
程
、人
事
・
表
彰
案
件

を
除
き
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
。続
い
て
３
議
員
に
よ
る
一
般
質

問
が
行
わ
れ
た
。�

　
２
日
目
は
４
議
員
に
よ
る
一
般
質

問
が
行
わ
れ
た
。�

人
事
・
表
彰
案
件

〇
教
育
委
員
会
委
員�

　
大
矢
宏
氏
の
再
任
に
同
意
。�

〇
功
労
表
彰�

　
左
記
の
者
の
表
彰
に
同
意
。�

　
議
会
議
員
１６
年�

　
　
　
　
　
　
児
玉
　
輝
男
氏�

　
農
業
委
員
会
委
員
１１
年�

　
　
　
　
　
　
佐
藤
清
一
郎
氏�

　
元
農
業
委
員
会
委
員
１２
年�

　
　
　
　
　
　
豊
田
美
穂
作
氏�

　
元
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
１２
年�

　
　
　
外
山
　
峯
生
氏�

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

　
員
１１
年
　
　 
　
早
津
　
紳
也
氏�

��

�

　
　
　
　
　
付
託
案
件
審
査�

  

９
月
２０
日

総
務
産
経
常
任
委
員
会

・
田
上
町
防
災
会
議
条
例
の一
部
改

正
に
つ
い
て�

・
平
成
１９
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
　
歳
入
、歳
出
の
内
総
務
費
・

農
林
水
産
業
費
・
商
工
費
・
土
木

費
、地
方
債
の
補
正
を
審
査�

��  

９
月
２１
日

社
会
文
教
常
任
委
員
会

・
専
決
処
分（
入
湯
税
条
例
の
一
部

改
正
）の
報
告
に
つ
い
て�

・
平
成
１９
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
　
歳
出
の
内
総
務
費
・
民
生
費
・

衛
生
費
・
教
育
費
を
審
査�

・
そ
の
他
３
議
案（
特
別
会
計
補
正

予
算
）を
審
査�

�

　
　
　�

（
詳
細
は
１１
頁
に
記
載
）��

　
　
　
　
　
付
託
案
件
審
査�

  

９
月
２５
・
２６
・
２７
日

　
平
成
１８
年
度
一
般
会
計
決
算
及

び
特
別
会
計
決
算
の
８
議
案
を
審
査
。�

　
議
員
定
数
が
６
名
削
減
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、議
論
の
盛
り
上
が
り

に
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念

さ
れ
た
が
、内
容
の
濃
い
質
疑
も
多
々

あ
り
、案
件
は
慎
重
に
か
つ
白
熱
し

た
審
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。�

��

（
詳
細
は
１２
・
１３
頁
に
記
載
）�

���

  

９
月
２８
日�

○
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

案
件
は
本
会
議
に
お

い
て
、全
て
承
認
・
原

案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

○
決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
案

件
は
、慎
重
に
審
議
の

結
果
、全
て
認
定
さ

れ
ま
し
た
。�

�

９
月
１８
日
〜
２８
日�

▲白熱する決算審査特別委員会

9月定例会�

定�

例�
月�

会�
9

一般会計・特別会計補正予算可決�
平成１８年度各会計決算認定�

請 願（意見書提出）�請 願（意見書提出）�

陳　　　情�陳　　　情�

件　　　名請願番号 請願者の住所・氏名 意見書提出先

サッカー場建設に関する陳情�第１号

第５号

私立高校への公費（私学助成）
拡充で、学費と教育条件の公
私格差是正を求める意見書
の採択を求める請願�

新潟市中央区弁天橋通�
　１丁目１３番１３号　私学会館内�
新潟県私学の公費助成をすすめる会�
　会長　宮下　弘治�

採 択 �

内閣総理大臣�
文部科学大臣�
財 務 大 臣 �
総 務 大 臣 �
衆 議 院 議 長 �
参 議 院 議 長 �
新 潟 県 知 事 �
�

田上町大字田上丙１３１８－４�
　サッカー協会�
　　サッカー場建設推進委員会�
　　　委員長　乾　津子人�

審査結果

件　　　名陳情番号 陳情者の住所・氏名

原
案
可
決�

認
　　
定�

承
認
・
原
案
可
決�

本
　
会
　
議�

決
算
審
査
特
別
委
員
会�

�

本
会
議（
最
終
日
）�

各
常
任
委
員
会�
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一般会計・特別会計補正予算可決�
平成１８年度各会計決算認定�

一般会計・特別会計補正予算可決�
平成１８年度各会計決算認定�

    

    

９
月
１８
・
１９
日

　
初
日
、会
期
が
９
月
１８
日
〜
２８
日

ま
で
の
１１
日
間
と
さ
れ
町
長
よ
り

１７
議
案
が
上
程
、人
事
・
表
彰
案
件

を
除
き
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
。続
い
て
３
議
員
に
よ
る
一
般
質

問
が
行
わ
れ
た
。�

　
２
日
目
は
４
議
員
に
よ
る
一
般
質

問
が
行
わ
れ
た
。�

人
事
・
表
彰
案
件

〇
教
育
委
員
会
委
員�

　
大
矢
宏
氏
の
再
任
に
同
意
。�

〇
功
労
表
彰�

　
左
記
の
者
の
表
彰
に
同
意
。�

　
議
会
議
員
１６
年�

　
　
　
　
　
　
児
玉
　
輝
男
氏�

　
農
業
委
員
会
委
員
１１
年�

　
　
　
　
　
　
佐
藤
清
一
郎
氏�

　
元
農
業
委
員
会
委
員
１２
年�

　
　
　
　
　
　
豊
田
美
穂
作
氏�

　
元
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
１２
年�

　
　
　
外
山
　
峯
生
氏�

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

　
員
１１
年
　
　 

　
早
津
　
紳
也
氏�

��

�

　
　
　
　
　
付
託
案
件
審
査�

  

９
月
２０
日

総
務
産
経
常
任
委
員
会

・
田
上
町
防
災
会
議
条
例
の一
部
改

正
に
つ
い
て�

・
平
成
１９
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
　
歳
入
、歳
出
の
内
総
務
費
・

農
林
水
産
業
費
・
商
工
費
・
土
木

費
、地
方
債
の
補
正
を
審
査�

��  

９
月
２１
日

社
会
文
教
常
任
委
員
会

・
専
決
処
分（
入
湯
税
条
例
の
一
部

改
正
）の
報
告
に
つ
い
て�

・
平
成
１９
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
　
歳
出
の
内
総
務
費
・
民
生
費
・

衛
生
費
・
教
育
費
を
審
査�

・
そ
の
他
３
議
案（
特
別
会
計
補
正

予
算
）を
審
査�

�

　
　
　�

（
詳
細
は
１１
頁
に
記
載
）��

　
　
　
　
　
付
託
案
件
審
査�

  

９
月
２５
・
２６
・
２７
日

　
平
成
１８
年
度
一
般
会
計
決
算
及

び
特
別
会
計
決
算
の
８
議
案
を
審
査
。�

　
議
員
定
数
が
６
名
削
減
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、議
論
の
盛
り
上
が
り

に
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念

さ
れ
た
が
、内
容
の
濃
い
質
疑
も
多
々

あ
り
、案
件
は
慎
重
に
か
つ
白
熱
し

た
審
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。�

��

（
詳
細
は
１２
・
１３
頁
に
記
載
）�

���

  

９
月
２８
日�

○
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

案
件
は
本
会
議
に
お

い
て
、全
て
承
認
・
原

案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

○
決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
案

件
は
、慎
重
に
審
議
の

結
果
、全
て
認
定
さ

れ
ま
し
た
。�

�

９
月
１８
日
〜
２８
日�

▲白熱する決算審査特別委員会

9月定例会�

定�

例�

月�

会�

9
一般会計・特別会計補正予算可決�
平成１８年度各会計決算認定�

請 願（意見書提出）�請 願（意見書提出）�

陳　　　情�陳　　　情�

件　　　名請願番号 請願者の住所・氏名 意見書提出先

サッカー場建設に関する陳情�第１号

第５号

私立高校への公費（私学助成）
拡充で、学費と教育条件の公
私格差是正を求める意見書
の採択を求める請願�

新潟市中央区弁天橋通�
　１丁目１３番１３号　私学会館内�
新潟県私学の公費助成をすすめる会�
　会長　宮下　弘治�

採 択 �

内閣総理大臣�
文部科学大臣�
財 務 大 臣 �
総 務 大 臣 �
衆 議 院 議 長 �
参 議 院 議 長 �
新 潟 県 知 事 �
�

田上町大字田上丙１３１８－４�
　サッカー協会�
　　サッカー場建設推進委員会�
　　　委員長　乾　津子人�

審査結果

件　　　名陳情番号 陳情者の住所・氏名

原
案
可
決�

認
　　
定�

承
認
・
原
案
可
決�

本
　
会
　
議�

決
算
審
査
特
別
委
員
会�

�

本
会
議（
最
終
日
）�

各
常
任
委
員
会�



田上町 議会だより 第74号 （4）（5） 田上町 議会だより 第74号

　
　
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
で
ど
の
様
に
複
数
担
当
課
と
活

動
団
体
が
連
携
し
、運
営
を
し
て
い

く
の
か
、も
っ
と
町
民
に
解
り
易
く

情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
又
、少
子
化
対
策
・
妊
産
婦
へ
助

成
の
検
討
は
さ
れ
て
き
た
の
か
、今

後
の
検
討
課
題
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
組
み
込
ん
で
い
か
れ
る
か
ど
う

か
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
　
　
各
団
体
と
担
当
課
が
意
識

確
認
し
、よ
う
や
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
土

俵
に
の
っ
た
と
い
う
認
識
で
、町
と

し
て
は
５
〜
１０
年
の
ス
パ
ン
で
町
づ
く

り
計
画
を
と
ら
え
て
い
ま
す
。�

　
少
子
化
対
策
等
は
、こ
の
度
の
町

づ
く
り
検
討
委
員
会
の
中
で
は
議

論
さ
れ
な
か
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
が
、重
要
な
課
題
と
受
け
止
め
て

お
り
ま
す
の
で
、今
後
も
検
討
す
る

機
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。�

　
　
安
心
・

安
全
な
町

づ
く
り
の

観
点
か
ら
、

危
機
管
理

体
制
に
つ

い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

先
日
の
中
越
沖
地
震
の
よ
う
に
、災

害
が
起
き
た
時
に
お
け
る
田
上
町

の
詳
し
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
具
体
的
に
細

か
く
常
日
頃
か
ら
地
域
の
住
民
と

セ
ッ
シ
ョ
ン
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人

や
地
区
に
頼
る
だ
け
で
無
く
、町
が

先
導
し
て
や
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
に
は
綿
密
な
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
で
対
処
し
、
災
害
が
起

き
て
し
ま
っ
て
か
ら
は
避
難
場
所
の

指
示
や
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
、

安
否
確
認
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
利
用

方
法
が
考
え
ら
れ
る
携
帯
メ
ー
ル
の

活
用
を
提
案
致
し
ま
す
。

　
　
　
来
年
度
水
害
を
想
定
し
た

ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
の
作
成
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
が
、地
震
に
備
え
た
ハ
ザ
ー

ド
マッ
プ
の
作
成
は
難
し
い
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。一
刻
も
早
い
自
主
防
災

組
織
の
立
ち
上
げ
を
区
長
さ
ん
な

ど
関
係
者
に
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま

す
。個
人
配
信
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は

研
究
・
勉
強
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。�

　
　
次
世
代
育
成
支
援
計
画
に
職

場
体
験
を
通
じ
、仕
事
の
喜
び
価
値

を
学
ぶ
機
会
が
有
り
ま
す
。
地
域
で

生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
や
郷
土
愛

を
培
い
、今
後
、教
育
を
ど
の
よ
う

に
推
進
し
、ニ
ー
ト
・
フ
リ
ー
タ
ー
・

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
と
言
わ
れ
る
若

者
を
つ
く
り
だ
す
事
無
く
、自
立
の

町
田
上
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
か
。

　
又
、保
護
者
が
安
心
し
て
働
け
る

よ
う
、児
童
ク
ラ
ブ
を
４
年
生
ま
で

拡
大
出
来
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
今
、キ
ャ
リ
ア
教
育
と
い

う
言
葉
を
使
う
様
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。そ
れ
は
人
生
・
生
き
方
に
関
わ

る
態
度
や
能
力
を
い
か
に
育
成
し
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
置
い

て
い
く
教
育
で
有
り
ま
す
。キ
ャ
リ

ア
教
育
の
重
要
な
学
習
と
し
て
中
学

校
で
は
職
場
体
験
が
あ
り
ま
す
。生

徒
の
自
主
的
な
職
場
体
験
学
習
を

こ
れ
か
ら
も
充
実
さ
せ
て
、子
供
た

ち
が
目
的
意
識
を
持
っ
て
職
業
観
・

勤
労
観
を
深
め
る
事
が
出
来
る
よ

う
事
前
・
事
後
の
指
導
を
さ
ら
に
充

実
す
る
よ
う
学
校
に
指
導
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
　
　
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
き
ま
し
て

は
必
要
性
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、両
小

学
校
と
調
整
し
、今
後
拡
大
の
方
向

で
検
討
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
　
７
月
１６
日
に
ま
た
も
や
大
地

震
が
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
新
聞

に
「
１０
市
町
村
災
害
備
蓄
な
し
」
と

大
き
く
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
田
上
も
そ
の
一
つ
で
す
。
以

前
、町
長
は
「
農
村
部
な
の
で
食
料

の
備
蓄
は
必
要
な
い
」
と
の
回

答
で
し
た
。
今
回
改
め
て
、食

料
の
災
害
備
蓄
を
し
な
い
な
ら
、

ど
の
よ
う
に
各
地
区
で
の
食
料
・

水
の
調
達
を
促
す
の
か
を
質

問
致
し
ま
す
。

　
第
二
に
中
越
地
震
の
教
訓

を
活
か
し
て
、今
回
の
中
越
沖

地
震
で
対
応
し
た
地
区
・
先

進
地
に
学
ん
で
担
当
課
の
職

員
を
研
修
に
行
か
せ
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
？

　
第
三
に
１０
月
よ
り
緊
急
地
震
速

報
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
が
、田
上
町
に
導
入
す

る
つ
も
り
が
あ
る
の
か
を
質
問
致
し

ま
す
。

　
　
　
災
害
用
食
料
の
備
蓄
の
必

要
性
は
理
解
し
て
い
る
が
、消
費
期

限
の
あ
る
水
や
食
料
の
備
蓄
は
財

政
的
な
関
係
も
あ
り
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。今
後
は
自
主
防
災
組
織
の

必
要
性
を
理
解
し
て
頂
き
、立
ち
上

げ
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。�

　
先
進
地
視
察
が
必
要
な
ら
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。�

　
全
町
民
に
伝
達
す
る
全
国
瞬
間

警
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
必
要
に
な

り
ま
す
。億
単
位
の
経
費
が
必
要
と

推
測
さ
れ
ま
す
の
で
、現
時
点
で
は

導
入
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
　
今
年
は
田
上
に
は
集
中
豪
雨

は
な
く
、暴
れ
ん
坊
の
羽
生
田
川
も

お
と
な
し
く
し
て
い
ま
す
。こ
ん
な

時
こ
そ
、た
く
さ
ん
の
情
報
収
集
を

し
て
水
害
対
策
の
そ
の
策
を
見
出

し
た
い
も
の
で
す
。
県
内
に
も
様
々

な
取
り
組
み
に
よ
り
水
害
対
策
を

し
て
い
る
河
川
が
有
る
の
に
、何
故

そ
れ
ら
に
学
ぼ
う
と
し
な
い
の
か
？

情
報
収
集
を
し
て
い
る
の
か
を
質

問
致
し
ま
す
。

　
　
　
機
会
を
と
ら
え
て
情
報
収

集
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。�

問
　
今
回
は
一
般

論
と
し
て
質
問
い

た
し
ま
す
。
も
し
、

田
上
町
に
い
じ
め

に
よ
る
被
害
者
が

出
て
訴
訟
に
な
り

町
に
責
任
が
あ
る
と
な
っ
た
場
合
、

・
教
育
委
員
会
は
教
職
員
の
管
理

責
任
を
ど
う
と
る
の
か
？

・
教
育
委
員
会
の
学
校
に
対
す
る

指
導
不
足
を
指
摘
さ
れ
た
場
合
、

町
は
教
育
委
員
の
任
命
責
任
を

ど
う
と
る
の
か
？

以
上
を
質
問
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
教
育
委
員
会
の
教
職
員

の
管
理
責
任
は
、行
政
上
、道
義
上

の
責
任
は
も
ち
ろ
ん
問
わ
れ
ま
す
が
、

民
法
上
と
国
家
賠
償
法
上
の
責
任

と
し
て
設
置
者（
田
上
町
）が
負
う

と
解
釈
し
て
い
ま
す
。�

　
二
番
目
の
質
問
に
た
い
し
て
は
、

場
合
に
よ
っ
て
は
行
政
責
任
を
そ
の

委
員
に
問
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ

の
場
合
で
も
民
法
上
と
国
家
賠
償

法
の
責
任
は
設
置
者（
田
上
町
）に

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。�

一 般 質 問 �一 般 質 問 �

問

問

問

問

問

問

町
長

町
長

池井豊 議員�中野和美 議員�

町
長

町
長

町
長

教
育
長

教
育
長

災害備蓄が�
できないなら�
自主防災組織の�
立ち上げを！�

�

「頑張る地方�
応援プログラム」�
の運営について�

次世代育成支援�
計画から職場体験と�
児童クラブに�
ついて�

ハザードマップと�
災害時の対処法�

�
�

羽生田川�
水害対策関連�
について�

いじめに�
ついて�
�

▲仮設住宅への引越しボランティア



田上町 議会だより 第74号 （6）（7） 田上町 議会だより 第74号

　
　
　
通
年
雇
用
さ
れ
て
い
る
臨

時
職
員
は
、
長
期
継
続
的
に
雇
用

さ
れ
て
い
る
実
態
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
勤
務
実
態
は
勤
務
日
数
及
び
勤

務
時
間
な
ど
職
員
に
準
じ
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
雇
用
格
差
が
引
き
起
こ
す
社
会

的
矛
盾
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
中
で

自
治
体
の
社
会
的
責
任
か
ら
も
町

長
は
、雇
用
格
差
の
是
正
に
取
り
組

む
べ
き
で
す
。

　
　
　
幼
児
園
構
想
の
方
向
性
が

定
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
開
設
に
伴

う
重
要
な
課
題
の
一
つ
に
臨
時
保

育
士
の
雇
用
保
障
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
町
長
は
、
幼
児
園
の
職
員
を
現

行
の
３８
名
か
ら
２２
名
に
す
る
と
の

構
想
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
体
制
で
幼
児
の
安
全
確
保

が
可
能
か
疑
問
で
す
。
非
常
時
を

想
定
し
た
職
員
配
置
を
確
保
す
べ

き
で
す
。

　
８
名
の
臨
時
保
育
士
は
、本
来
職

員
が
充
当
さ
れ
る
べ
き
業
務
の
恒

常
的
に
継
続
的
な
定
員
不
足
を
補

充
す
る
た
め
任
用
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
雇
用
保
障
の
社
会
的
責
任

が
町
長
に
は
あ
り
ま
す
。

町
長
　
臨
時
職
員
の
雇
用
条
件
が

正
職
員
と
比
較
し
、さ
ま
ざ
ま
な
面

で
劣
っ
て
お
り
、法
的
整
備
も
立
ち

遅
れ
て
い
る
。今
す
ぐ
正
職
員
に
採

用
す
る
状
況
で
な
い
が
改
善
す
べ
き

将
来
的
な
課
題
と
受
け
止
め
て
い
る
。�

　
通
年
雇
用
し
て
い
る
臨
時
職
員
は
、

法
律
に
も
と
づ
い
た
雇
用
契
約
を

結
ん
で
い
る
も
の
だ
が
、幼
児
園
建

設
に
よ
り
雇
用
の
場
が
減
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
の
で
、で
き
る
だ
け
再

雇
用
が
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。�

　
　
　
「
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
、現
在
実
践
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
に
は
「
町
お
こ
し
」
や
「
ま

ち
づ
く
り
」
グ
ル
ー
プ
が
参
画
し
、

ア
イ
デ
ィ
ア
、
提
言
、
実
践
報
告
な

ど
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
、事
業
展
開
を
め
ざ
す
発
展
形

態
と
し
て
協
働
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
委
員
会
）を
設
置
す
べ
き

で
す
。

　
　
　
協
働
ま
ち
づ
く
り
の
主
体

は
町
民
で
す
。
そ
し
て
行
政
と
の
連

携
で
す
。
複
数
の
主
体
が
ま
ち
づ
く

り
の
目
標
を
共
有
し
活
動
す
る
体

制
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　
有
効
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、町
民
参
加
の
統
一

し
た
基
準
と
し
て
「
協
働
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
を
制
定
す
べ
き
で
す
。

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
に
は
、指
導
者
の
方
も
お

ら
れ
る
。従
っ
て
今
す
ぐ
協
働
ま
ち

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
関
連
す
る

条
例
制
定
ま
で
必
要
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。　�

　
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、「
頑
張
る

地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
よ
う
に
三

年
間
程
度
の
短
期
間
で
成
果
を
出

す
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
す
。�

　
　
　
　
短
期
的
に
限
定
し
た
主

張
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
の
実

践
的
活
動
を
将
来
的
視
点
に
た
か

め
、
事
業
展
開
を
も
目
指
す
場
と

プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
な
い
か
と
言
う

こ
と
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
「
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
設
置
と
「
協
働
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
の
制
定
を
提
起
し
た

も
の
で
す
。

　
　
建
設

案
は
竹
の
友

幼
稚
園
の
改

修
費
５
千
万

円
、
造
成
費

を
１
億
円
計

上
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
竹

の
友
幼
稚
園
は
今
ま
で
も
多
額
の

修
理
費
を
費
や
し
て
お
り
、将
来
も

修
繕
費
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
総
合

的
な
判
断
や
、
将
来
の
幼
児
教
育

を
考
え
一
ヶ
所
に
新
設
す
る
こ
と

を
提
案
し
ま
す
。

　
　
　
斉
藤
議
員
の
提
案
に
は
賛

成
し
ま
す
。す
で
に
財
政
の
検
討
を

し
て
お
り
、ま
と
ま
り
次
第
特
別
委

員
会
に
報
告
し
ま
す
。�

　
　
竹
の
友
幼
稚
園
が
廃
止
さ
れ
、

保
育
園
化
に
な
る
と
の
説
明
で
す
。

保
育
料
金
は
所
得
で
決
ま
る
の
で
、

予
想
以
上
の
保
育
料
金
が
徴
収
さ

れ
る
保
護
者
が
出
て
く
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
町
長
は
移
行
措

置
を
考
え
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
指
摘
の
と
お
り
で
す
が
、今

は
公
設
・
公
営
の
方
針
が
出
た
ば
か

り
な
の
で
、方
針
が
ま
と
ま
っ
た
ら
特

別
委
員
会
に
報
告
し
ま
す
。�

　
　
幼
保
一
元

化
は
、
各
保
育

所
の
老
朽
化
や

財
政
的
な
理
由

が
前
面
に
出
て

い
る
よ
う
に
見

ら
れ
ま
す
。

　
建
設
案
に
つ
い

て
は
、庁
舎
内
に
限
ら
ず
、住
民
や
保

育
士
の
意
見
を
参
考
に
し
ま
し
た
か
？

　
　
　
就
任
以
来
、竹
の
友
幼
稚
園

が
単
年
度
教
育
で
あ
る
こ
と
が
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

平
成
11
年
に「
保
育
所
と
幼
稚
園
の

あ
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」を

設
置
し
、保
育
士
・
住
民
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

方
か
ら
も
意
見
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。�

　
　
幼
児
園
は
、

入
園
予
定
者
数

が
190
名
、
職
員

が
23
名
と
大
き

な
組
織
に
な
り

ま
す
。
こ
の
機

会
に
権
限
と
責

任
を
付
与
す
る
視
点
か
ら
、幼
児
課

を
新
設
す
べ
き
で
な
い
で
す
か
？

　
　
　
職
員
数
の
こ
と
も
あ
り
、今

ま
で
ど
お
り
保
健
福
祉
課
の
担
当

に
し
ま
す
。�

　
　
案
で
は
子

育
て
セ
ン
タ
ー
の

パ
ー
ト
職
員
を
含

め
て
23
名
の
態

勢
で
す
。
こ
の
人

数
で
幼
児
に
良
い

保
育
が
で
き
る

態
勢
で
す
か
？

　
　
　
人
員
は
国
の
基
準
に
沿
っ
た

も
の
で
す
。他
所
の
施
設
を
参
考
に

し
て
人
員
配
置
を
考
え
ま
す
。�

　
　
環
境
や
子

供
た
ち
の
健
康
、

廃
食
用
油
の
再

利
用
な
ど
の
観

点
か
ら
Ｂ
Ｄ
Ｆ（
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
）
で
公
用

車
を
走
ら
せ
る

自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。
当
町
で

も
同
様
な
取
り
組
み
を
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
町
単
独
で
精
製
す
る
技
術

が
な
い
の
で
時
期
尚
早
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
検
討
課
題
に
さ
せ
て
下
さ
い
。�

�

問

問

問

問

問

問問

問
１

問
２

問
１

再
質
問

問
２

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

職員の雇用格差の�
是正と臨時保育士の�
雇用保障を�

幼保一元化の�
意義の説明を�

幼児課の�
新設を�

幼児園は一ヶ所�
に建設を�

23名で良い保育�
はできるか？�

公用車にＢＤＦ�
の使用を�

「協働まち�
づくり条例」�
の制定を�

保育園化で�
保育料金は？�

一 般 質 問 �一 般 質 問 �
齋藤勲 議員�関根一義 議員�
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『
田
上
町
の
出
生
数
』が
こ
の
数

年
激
減
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
８
年
度
か
ら
13
年
度
ま
で

の
子
ど
も
の
人
数
は
、表
で
見
る
よ

う
に
平
均
124
名
で
総
出
生
数
で
は

合
計
742
名
で
し
た
。

　
現
在
の
小
学
校
の
在
校
生
数
は
、

羽
生
田
小
学
校
で
370
名
、田
上
小
学

校
356
名
で
合
計
726
名
の
状
況
で
あ

り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、平
成
14
年
度
か

ら
平
成
19
年
度
の
出
生
数
を
提
示

さ
れ
た
資
料
よ
り
精
査
し
ま
す
と
、

こ
の
６
年
間
の
出
生
数
は
最
大
で
平

成
14
年
度
116
名
で
、最
少
で
は
平
成

18
年
度
の
74
名
で
す
。
平
均
出
生
数

は
な
ん
と
86
名
で
100
名
を
大
き
く

下
回
り
合
計
で
は
517+

α
と
言
う
状

況
で
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
社
会

と
い
わ
れ
る
今
日
、国
・
県
・
地
方
自

治
体
に
お
い
て
も
い
ろ
い
ろ
の
施
策
・

対
策
を
講
じ
て
い
る
事
は
承
知
し
て

お
り
ま
す
。

　
田
上
町
の
幼
児
園
建
設
構
想
の

み
な
ら
ず
少
子
化
に
よ
る
学
校
運

営
政
策
と
同
時
に
出
生
数
減
少
防

止
対
策
を
考
え
て
行
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。

　
昨
年
の
出
生
数
74
名
が
最
低
と

な
り
、今
年
平
成
19
年
度
よ
り
自
然

増
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
大
変
嬉
し
い

事
で
は
あ
り
ま
す
が
、楽
観
視
で
き

る
事
象
で
は
な
い
と
思
い
問
題
提
起

を
致
し
ま
し
た
。

　
　
町
長
は
第
４
次
総
合
計
画
で
、

平
成
22
年
度
に
お
い
て
総
人
口
目
標

を
１
万
５
千
人
と
設
定
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。こ
の
目
標
を
目
指
し
て

『
住
み
た
い
・
行
っ
て
み
た
い
町
た
が

み
』
を
テ
ー
マ
に
し
、親
子
三
代
が
笑

顔
で
一
緒
に
暮
ら
せ
る
・
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
な
ど
の
特
色
あ
る

施
策
を
お
り
こ
み
、町
保
有
の
土
地

を
有
効
活
用
す
る
研
究
開
発
を
立

上
げ
、羽
生
田
・
田
上
駅
周
辺
の
整

備
を
行
い『
ゆ
と
り
の
見
え
る
宅
地

造
成
』
で
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
開
発
の
推

進
に
知
恵
を
出
し
て
行
っ
た
ら
如
何

で
し
ょ
う
か
。

　
Ｒ
403
バ
イ
パ
ス
の
全
面
開
通
で
企

業
誘
致
・
産
業
経
済
の
発
展
・
人
口

増
加
少
子
化
対
策
・
財
政
力
向
上
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
の
で
、強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
行
政
施
策

指
示
を
発
し
て
い
た
だ
く
事
を
期

待
し
ま
す
。

　
　
　
平
成
14
年
９
月
に
は
１
万
３

千
902
人
が
ピ
ー
ク
で
し
た
。�

　
５
年
間
で
500
人
の
減
少
で
大
変
深

刻
な
状
況
で
す
。い
ろ
い
ろ
理
由
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
一
つ
に
適
齢
期
の
方
が
結
婚
し
て
い

な
い
の
も
大
変
大
き
な
要
因
で
す
し
、

ま
た
若
者
が
学
校
を
卒
業
す
る
と

東
京
の
方
へ
出
て
い
っ
て
な
か
な
か
戻

っ
て
こ
な
い
こ
と
も
こ
れ
ま
で
指
摘
を

受
け
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
団
地
造

成
を
し
た
と
こ
ろ
に
入
居
さ
れ
れ
ば

目
標
の
１
万
５
千
人
に
達
す
る
の
で

す
が
な
か
な
か
難
し
い
わ
け
で
す
。�

　
田
上
駅
裏
の
団
地
に
ど
の
程
度
の

入
居
者
が
来
て
く
れ
る
か
が
一
つ
の

か
ぎ
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。Ｒ
403

バ
イ
パ
ス
の
全
面
開
通
に
は
県
へ
の
要

望
を
経
て
国
・
関
係
機
関
の
ほ
う
ま

で
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
議
会

の
皆
さ
ん
か
ら
も
ご
協
力
お
願
い
致

し
ま
す
。�

　
色
々
の
角
度
か
ら
本
当
に
住
み
や

す
い
町
づ
く
り
を
す
る
こ
と
を
、対

策
委
員
会
で
少
し
で
も
対
策
が
立
て

ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

　
　
町
民

か
ら
一
通

の
お
手
紙

を
頂
き
ま

し
た
。
内

容
は
「
１

万
４
千
人

近
く
を
代

表
す
る
町

議
会
の
定

数
が
１４
名
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
遥
か

に
少
な
い
農
業
人
口
の
代
表
が
１６

名
と
は
不
合
理
で
あ
る
。
見
直
し
を

す
る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
の
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
て
お
ら

れ
る
人
達
を
代
表
し
て
質
問
す
る
。

　
町
が
自
立
の
道
を
選
ぶ
中
か
ら

町
民
に
そ
れ
な
り
の
負
担
を
し
得

て
い
る
の
で
、町
議
会
は
か
つ
て
２０

名
か
ら
６
名
減
の
１４
名
と
し
た
。

　
農
業
委
員
会
は
法
律
に
基
づ
い

て
の
も
の
で
あ
り
、一
般
行
政
の
中

に
あ
っ
て
の
一
つ
の
部
局
と
し
て
、

そ
れ
な
り
の
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
が
、
農
業
人
口
の
減
少
、
町

議
会
の
定
数
減
等
々
を
考
え
る
時
、

定
数
削
減
が
あ
っ
て
も
し
か
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、農
業
委

員
会
長
、町
長
の
考
え
を
伺
う
。（
調

査
資
料
は
下
表
の
と
お
り
）

　
　
　
　
　
　
　 

　
１７
年
当
時
に

一
般
質
問
が
あ
っ
た
が
農
業
委
員
会

と
し
て
は
協
議
し
て
い
な
い
。確
か
に

農
業
人
口
は
減
少
し
て
い
る
。�

　
２
市
１
村
の
紹
介
も
あ
っ
た
が
、

私
は
田
上
独
自
の
も
の
が
あ
っ
て
も

良
い
の
で
は
と
の
持
論
を
持
っ
て
い
る
。

品
目
横
断
経
営
安
定
対
策
が
始
ま

り
、担
い
手
農
業
者
問
題
、米
の
仮

渡
金
の
削
減
な
ど
農
業
を
取
巻
く

情
勢
は
厳
し
い
中
で
、農
業
委
員
の

定
数
削
減
が
適
当
か
ど
う
か
の
声

も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
改
選
が
来

年
７
月
で
あ
る
の
で
他
の
市
町
村
の

事
情
も
考
慮
し
て
農
業
委
員
会
の

考
え
を
ま
と
め
て
行
き
た
い
。�

　
　
　
１７
年
の
時
は
口
頭
で
申
し

入
れ
た
が
、今
回
は
文
書
で
し
っ
か

り
と
提
案
し
て
検
討
を
頂
く
こ
と

に
し
た
い
。�

　
　
①
幼
稚
園
を
含
め
６
施
設
を

１
施
設
と
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。

②
小
学
校
単
位
の
２
ヶ
所
と
す
る

こ
と
。

③
場
所
は
羽
生
田
小
学
校
跡
地
、

本
田
上
か
川
ノ
下
地
区
と
す
る
こ
と
。

④
羽
生
田
地
区
は
２２
年
、
田
上
地

区
は
５
年
後
と
す
る
こ
と
。

⑤
現
在
の
竹
の
友
幼
稚
園
は
図
書

館
と
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
こ
と
。

⑥
財
政
面
は
旧
中
条
町
「
ひ
だ
ま

り
保
育
園
」
を
参
考
に
す
れ
ば
充

分
に
対
応
で
き
る
。

町
長
　
一
つ
よ
り
二
つ
は
経
費
が
か

か
る
。財
政
面
と
子
供
の
減
少
等
あ

る
の
で
特
別
委
員
会
に
提
案
を
し
、

協
議
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
す
る
。�

問

問

問

町
長 農

業
委
員
会
長

町
長

町
長

少子化対策と�
人口１万５千人目標�
達成には町長の�
強いリーダーシップ�
による施策が必要�

幼児園構想は�
2施設と�
すること�

農業委員定数の�
見直しを�

区 　 　 分
法 定 数
条 例 定 数
選 挙 選 出

そ の 他 選 出

農 地 面 積
従 事 者 数
農 家 戸 数

三条市
４０人�
３５人�
３０人�
○議   ２人�
○農   １人�
○土   １人�
○共   １人�
�

加茂市
４０人�
２２人�
１５人�
○議   ３人�
○農   １人�
○土   １人�
○共   １人�
�

弥彦村
２０人�
１１人�
  ６人�
○議   ２人�
○農   １人�
○土   １人�
○共   １人�
1,100ha�
902人�
342戸�

田上町
２０人�
１６人�
１２人�
○議   １人�
○農   １人�
○土   １人�
○共   １人�
958 ha�
605人�
434戸�

※加茂市選挙選出定数は
　１６人であるが、1名欠員と
　なっている。�
　○議 ＝議会推薦　�
　○農 ＝農協代表　�
　○土 ＝土地改良区代表�
　○共 ＝農業共済代表�
　販売農家　非販売農家�
　　293人＋　312人�
　販売農家　非販売農家�
　　312戸＋　122戸�

年度

年齢

出生率

出生数

�
小学生数�

�

H8からH13�

11から6歳�

平均1.46�

742平均124�

�
現在,　726

H14�

5歳�

1.34�

116�

�
6年後の小学生数予測　517+α名�

S59年建設当時の小学生数,　1183名�

6年後　△666－α�建設当時との差△457

H15�

4歳�

1.32�

95�

�

年度別　出生率及び出生数　注・H19年度は7月現在�

H16�

3歳�

1.06�

77

H17�

2歳�

1.08�

81

H18�

1歳�

（1.06）�

74

H19�

0歳�

�

 74+α�

近隣市町村との比較表

一 般 質 問 �一 般 質 問 �
小野澤健吉 議員�渡邉正策 議員�
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
見

直
し
を
、広
域
連
合（
新
潟
県
全
体

の
組
織
）に
田
上
と
し
て
何
点
か
要

望
を
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

①
今
ま
で
保
険
料
負
担
の
な
か
っ
た

扶
養
家
族
７５
才
以
上
の
す
べ
て

の
高
齢
者
か
ら
平
均
月
約
６
千

円
の
保
険
料
が
徴
収
さ
れ
ま
す
が
、

一
年
以
上
滞
納
す
る
と
保
険
証

が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
を
や
め
て
ほ
し
い

こ
と
。

②
高
齢
者
の
健
診
や
保
健

指
導
の
内
容
が
後
退
し

な
い
よ
う
対
策
を
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
。

　
　
　
資
格
証
明
書
の
発

行
は
、税
の
公
平
と
い
う
観

点
か
ら
滞
納
を
な
く
す
た

め
の
も
の
で
、や
む
を
得
な

い
措
置
で
あ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。�

　
ま
た
保
健
事
業
は
重
要

で
あ
り
、必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。�

　
　
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
が
今

年
４
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
東
京

都
の
例
で
す
が
、学
力
テ
ス
ト
が
３

回
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。９
月
１１
日

の
朝
日
新
聞
の
記
事
に
よ
り
ま
す

と
足
立
区
で
弊
害
が
発
覚
し
ま
し
た
。

学
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
際
に
あ

る
教
師
が
、生
徒
が
テ
ス
ト
を
記
入

し
て
い
る
机
を
回
り
生
徒
の
答
案

を
見
て
間
違
え
た
解
答
に
対
し
、指

を
さ
し
教
え
た
と
い
う
の
で
す
。
そ

の
上
、足
立
区
の
教
育
委
員
会
が
事

前
に
各
小
・
中
学
校
の
校
長
を
集
め

て
、問
題
用
紙
の
一
部
を
渡
し
て
「
よ

く
学
習
し
て
下
さ
い
。
」
と
伝
え
た

と
の
こ
と
で
す
。
足
立
区
の
教
育
委

員
会
が
丸
ご
と
そ
う
い
う
不
正
を

指
示
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

不
正
の
発
覚
は
一
区
立
小
学
校
と

い
う
こ
と
で
す
が
、氷
山
の
一
角
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
学
力
テ
ス
ト

の
専
門
家
直
塚
文
雄
氏
は
「
嘆
か

わ
し
い
が
、テ
ス
ト
結
果
が
学
校
評

価
を
左
右
す
る
中
で
は
類
似
の
こ

と
が
続
く
の
で
は
な
い
か
。
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

　
田
上
町
で
も
学
力
テ
ス
ト
が
２
回
、

国
と
県
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、東

京
都
の
よ
う
な
事
は
な
か
っ
た
と
お

も
い
ま
す
が
、念
の
た
め
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
東
京
都
の
よ
う
な
嘆
か

わ
し
い
事
例
は
新
潟
県
の
学
力
検
査
、

全
国
の
今
回
の
調
査
を
通
し
て
も
、

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。�

問

問

町
長

教
育
長

全国一斉�
学力テストに�
ついて�

後期高齢者�
医療制度に�
ついて�

▲総務産経常任委員会

▲地区敬老会

常任委員会付託案件審査報告�

� 

補
正
予
算�

○
一
般
会
計（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
５２６
万

９
千
円
を
追
加
し
、総
額
を
４２
億
５６２

万
９
千
円
と
す
る
も
の
。�

（
歳
入
の
主
な
も
の
）

・
農
林
水
産
業
費
負
担
金
４９３
万
６

千
円
の
減
額
。�

・
土
木
費
委
託
金
１７２
万
２
千
円
の

減
額
補
正
は
一
級
河
川
の
除
草

を
県
の
直
接
発
注
に
変
更
の
た
め
。�

・
指
定
寄
付
金
５０
万
円
を
北
越
銀

行
よ
り
受
け
入
れ
る
も
の
。�

・
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
入
金
６４４

万
２
千
円
は
一
般
会
計
へ
立
替

分
を
割
り
戻
す
も
の
。�

・
雑
入
は
国
営
新
津
郷
土
地
改
良

区
償
還
金
と
し
て
４９３
万
６
千
円

と
障
害
福
祉
事
業
を
国
保
連
合

会
へ
の
担
当
変
更
に
よ
り
整
理
し
、

９００
万
円
を
受
け
入
れ
る
も
の
。�

・
臨
時
財
政
対
策
債
は
確
定
に
よ

る
９７
万
５
千
円
の
増
額
補
正
。�

（
歳
出
の
主
な
も
の
）

・
総
務
費
で
は
町
議
会
議
員
選
挙

が
無
競
争
の
た
め
、６６３
万
６
千
円

を
減
額
補
正
。�

・
商
工
費
湯
っ
多
里
館
事
業
で
は

畳
替
え
と
源
泉
小
屋
建
替
工
事

で
５４５
万
８
千
円
の
補
正
。�

・
土
木
費
舗
装
補
修
工
事
事
業
で

は
４７７
万
２
千
円
を
減
額
補
正
。�

※
い
ず
れ
も
原
案
可
決
　
　�

委
員
長
　
泉
田
　
壽
一�

��

����������

�

�� 

条
例
の
一
部
改
正�

○
入
湯
税
条
例

　
県
の
要
請
を
受
け
中
越
沖
地
震

な
ど
の
被
災
者
を
受
け
入
れ
た
場
合
、

入
湯
税
課
税
を
免
除
す
る
も
の
で

８
月
末
ま
で
に
９
家
族
、２９
名
の
利

用
が
あ
っ
た
。�

� 

補
正
予
算�

○
一
般
会
計（
第
３
号
）

（
歳
　
出
）

・
総
務
費
は
賦
課
徴
収
事
業
の
シ

ス
テ
ム
変
更
の
た
め
の
印
刷
制
本

費
。�

・
民
生
費
は
事
業
費
の
確
定
等
に

よ
る
返
還
金
。
国
保
連
合
に
支

払
う
介
護
給
付
費
。
心
起
園
の

床
板
の
張
替
。�

・
衛
生
費
は
臨
時
保
健
師
の
賃
金
。�

・
教
育
費
は
学
校
の
耐
震
化
優
先

度
調
査
。指
定
寄
付
で
の
３
校
の

図
書
購
入
費
。ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

開
催
予
定
の
経
費
。
検
食
保
存

用
の
備
品
等
。�

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千
３２０
万

９
千
円
を
追
加
し
、総
額
を
１２
億
４

千
６２０
万
９
千
円
と
す
る
も
の
。�

・
歳
入
は
国
保
準
備
基
金
繰
入
。�

・
歳
出
は
償
還
金
が
主
な
も
の
。�

�

○
訪
問
看
護
事
業
特
別
会
計

　（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３１
万
円
を

追
加
し
、総
額
を
４
千
１４２
万
７
千
円

と
す
る
も
の
。�

・
歳
入
は
繰
越
金
。�

・
歳
出
は
利
用
件
数
増
に
よ
る
経

費
の
補
正
。�

�

○
介
護
保
険
特
別
会
計（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千
３５７
万

４
千
円
を
追
加
し
、総
額
を
８
億
６

千
８７５
万
３
千
円
と
す
る
も
の
。�

・
歳
入
は
支
払
基
金
交
付
金
と
繰

越
金
他
。�

・
歳
出
は
償
還
金
と
繰
出
金
他
。�

　
　
※
い
ず
れ
も
原
案
可
決
　
　�

　
　
　
　
委
員
長
　
吉
田
　
昭
一�

総
務
産
経
常
任
委
員
会�

社
会
文
教
常
任
委
員
会�

常
任
委
員
会
付
託
案
件
審
査
報
告
�

川口與志郎 議員�

一 般 質 問 �一 般 質 問 �
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
見

直
し
を
、広
域
連
合（
新
潟
県
全
体

の
組
織
）に
田
上
と
し
て
何
点
か
要

望
を
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

①
今
ま
で
保
険
料
負
担
の
な
か
っ
た

扶
養
家
族
７５
才
以
上
の
す
べ
て

の
高
齢
者
か
ら
平
均
月
約
６
千

円
の
保
険
料
が
徴
収
さ
れ
ま
す
が
、

一
年
以
上
滞
納
す
る
と
保
険
証

が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
を
や
め
て
ほ
し
い

こ
と
。

②
高
齢
者
の
健
診
や
保
健

指
導
の
内
容
が
後
退
し

な
い
よ
う
対
策
を
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
。

　
　
　
資
格
証
明
書
の
発

行
は
、税
の
公
平
と
い
う
観

点
か
ら
滞
納
を
な
く
す
た

め
の
も
の
で
、や
む
を
得
な

い
措
置
で
あ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。�

　
ま
た
保
健
事
業
は
重
要

で
あ
り
、必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。�

　
　
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
が
今

年
４
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
東
京

都
の
例
で
す
が
、学
力
テ
ス
ト
が
３

回
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。９
月
１１
日

の
朝
日
新
聞
の
記
事
に
よ
り
ま
す

と
足
立
区
で
弊
害
が
発
覚
し
ま
し
た
。

学
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
際
に
あ

る
教
師
が
、生
徒
が
テ
ス
ト
を
記
入

し
て
い
る
机
を
回
り
生
徒
の
答
案

を
見
て
間
違
え
た
解
答
に
対
し
、指

を
さ
し
教
え
た
と
い
う
の
で
す
。
そ

の
上
、足
立
区
の
教
育
委
員
会
が
事

前
に
各
小
・
中
学
校
の
校
長
を
集
め

て
、問
題
用
紙
の
一
部
を
渡
し
て
「
よ

く
学
習
し
て
下
さ
い
。
」
と
伝
え
た

と
の
こ
と
で
す
。
足
立
区
の
教
育
委

員
会
が
丸
ご
と
そ
う
い
う
不
正
を

指
示
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

不
正
の
発
覚
は
一
区
立
小
学
校
と

い
う
こ
と
で
す
が
、氷
山
の
一
角
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
学
力
テ
ス
ト

の
専
門
家
直
塚
文
雄
氏
は
「
嘆
か

わ
し
い
が
、テ
ス
ト
結
果
が
学
校
評

価
を
左
右
す
る
中
で
は
類
似
の
こ

と
が
続
く
の
で
は
な
い
か
。
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

　
田
上
町
で
も
学
力
テ
ス
ト
が
２
回
、

国
と
県
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、東

京
都
の
よ
う
な
事
は
な
か
っ
た
と
お

も
い
ま
す
が
、念
の
た
め
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
東
京
都
の
よ
う
な
嘆
か

わ
し
い
事
例
は
新
潟
県
の
学
力
検
査
、

全
国
の
今
回
の
調
査
を
通
し
て
も
、

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。�

問

問

町
長

教
育
長

全国一斉�
学力テストに�
ついて�

後期高齢者�
医療制度に�
ついて�

▲総務産経常任委員会

▲地区敬老会

常任委員会付託案件審査報告�

� 
補
正
予
算�

○
一
般
会
計（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
５２６
万

９
千
円
を
追
加
し
、総
額
を
４２
億
５６２

万
９
千
円
と
す
る
も
の
。�

（
歳
入
の
主
な
も
の
）

・
農
林
水
産
業
費
負
担
金
４９３
万
６

千
円
の
減
額
。�

・
土
木
費
委
託
金
１７２
万
２
千
円
の

減
額
補
正
は
一
級
河
川
の
除
草

を
県
の
直
接
発
注
に
変
更
の
た
め
。�

・
指
定
寄
付
金
５０
万
円
を
北
越
銀

行
よ
り
受
け
入
れ
る
も
の
。�

・
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
入
金
６４４

万
２
千
円
は
一
般
会
計
へ
立
替

分
を
割
り
戻
す
も
の
。�

・
雑
入
は
国
営
新
津
郷
土
地
改
良

区
償
還
金
と
し
て
４９３
万
６
千
円

と
障
害
福
祉
事
業
を
国
保
連
合

会
へ
の
担
当
変
更
に
よ
り
整
理
し
、

９００
万
円
を
受
け
入
れ
る
も
の
。�

・
臨
時
財
政
対
策
債
は
確
定
に
よ

る
９７
万
５
千
円
の
増
額
補
正
。�

（
歳
出
の
主
な
も
の
）

・
総
務
費
で
は
町
議
会
議
員
選
挙

が
無
競
争
の
た
め
、６６３
万
６
千
円

を
減
額
補
正
。�

・
商
工
費
湯
っ
多
里
館
事
業
で
は

畳
替
え
と
源
泉
小
屋
建
替
工
事

で
５４５
万
８
千
円
の
補
正
。�

・
土
木
費
舗
装
補
修
工
事
事
業
で

は
４７７
万
２
千
円
を
減
額
補
正
。�

※
い
ず
れ
も
原
案
可
決
　
　�

委
員
長
　
泉
田
　
壽
一�

��

����������

�

�� 

条
例
の
一
部
改
正�

○
入
湯
税
条
例

　
県
の
要
請
を
受
け
中
越
沖
地
震

な
ど
の
被
災
者
を
受
け
入
れ
た
場
合
、

入
湯
税
課
税
を
免
除
す
る
も
の
で

８
月
末
ま
で
に
９
家
族
、２９
名
の
利

用
が
あ
っ
た
。�

� 

補
正
予
算�

○
一
般
会
計（
第
３
号
）

（
歳
　
出
）

・
総
務
費
は
賦
課
徴
収
事
業
の
シ

ス
テ
ム
変
更
の
た
め
の
印
刷
制
本

費
。�

・
民
生
費
は
事
業
費
の
確
定
等
に

よ
る
返
還
金
。
国
保
連
合
に
支

払
う
介
護
給
付
費
。
心
起
園
の

床
板
の
張
替
。�

・
衛
生
費
は
臨
時
保
健
師
の
賃
金
。�

・
教
育
費
は
学
校
の
耐
震
化
優
先

度
調
査
。指
定
寄
付
で
の
３
校
の

図
書
購
入
費
。ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

開
催
予
定
の
経
費
。
検
食
保
存

用
の
備
品
等
。�

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千
３２０
万

９
千
円
を
追
加
し
、総
額
を
１２
億
４

千
６２０
万
９
千
円
と
す
る
も
の
。�

・
歳
入
は
国
保
準
備
基
金
繰
入
。�

・
歳
出
は
償
還
金
が
主
な
も
の
。�

�

○
訪
問
看
護
事
業
特
別
会
計

　（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３１
万
円
を

追
加
し
、総
額
を
４
千
１４２
万
７
千
円

と
す
る
も
の
。�

・
歳
入
は
繰
越
金
。�

・
歳
出
は
利
用
件
数
増
に
よ
る
経

費
の
補
正
。�

�

○
介
護
保
険
特
別
会
計（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千
３５７
万

４
千
円
を
追
加
し
、総
額
を
８
億
６

千
８７５
万
３
千
円
と
す
る
も
の
。�

・
歳
入
は
支
払
基
金
交
付
金
と
繰

越
金
他
。�

・
歳
出
は
償
還
金
と
繰
出
金
他
。�

　
　
※
い
ず
れ
も
原
案
可
決
　
　�

　
　
　
　
委
員
長
　
吉
田
　
昭
一�

総
務
産
経
常
任
委
員
会�

社
会
文
教
常
任
委
員
会�
常
任
委
員
会
付
託
案
件
審
査
報
告
�

川口與志郎 議員�

一 般 質 問 �一 般 質 問 �
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決算審査特別委員会報告�

　
本
委
員
会
は
平
成
19
年
９
月
１８

日
付
付
託
さ
れ
た
次
の
８
案
件
を

審
査
し
ま
し
た
。�

��

����������������

①
平
成
１８
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
�

②
同
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
�

③
同
年
度
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
�

④
同
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
�

⑤
同
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
�

⑥
同
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
�

⑦
同
年
度
訪
問
看
護
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
�

⑧
同
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
�

　
以
上
、全
案
件
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。�

　
審
査
の
中
で
、現
年
度
で
賦
課
さ

れ
た
町
税
に
つ
い
て
は
100
％
徴
収
さ

れ
ず
に
滞
納
繰
越
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

滞
納
に
な
っ
た
も
の
は
次
年
度
以
降

で
の
収
納
率
は
９.２
％
で
あ
る
た
め
に

滞
納
額
が
年
々
累
積
さ
れ
て
い
き
ま

す
。抜
本
的
な
解
消
策
は
な
い
か
と

の
指
摘
が
あ
り
、税
務
課
の
職
員
が

鋭
意
戸
別
徴
収
に
歩
い
て
い
る
が
、そ

の
方
々
の
生
活
実
態
も
あ
り
、み
る
べ

き
成
果
が
あ
が
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
の
事
情
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

滞
納
処
分
を
す
る
に
し
て
も
し
か
る

べ
き
財
産
も
な
い
の
で
足
し
げ
く
通
っ

て
少
し
で
も
納
入
さ
れ
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。滞
納

分
は
一
挙
に
解
消
す
る
と
い
っ
た
妙

案
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。�

　
　
　
　
委
員
長
　
熊
倉
　
良
平
�

���　
徴
税
の
あ
り
方
と
�

 
 
 
今
後
の
徴
収
対
策
�

　
　
１８
年
度
決
算
も
徴
税
率
が
悪

く
な
っ
て
い
る
。
未
納
額
は
１
億
２

千
８４７
万
８
千
円
で
昨
年
比
８
％
増
、

不
能
欠
損
額
は
237
万
２
千
円
で
昨

年
比
７６．３
％
増
と
な
っ
て
い
る
。
町
長

の
徴
税
の
努
力
と
今
後
の
考
え
方

を
質
す
。

　
　
町
民
課
の
１０
名
の
ス
タ
ッ
フ
で

対
応
し
て
来
た
が
苦
労
し
て
い
る
。

県
よ
り
各
市
町
村
に
税
務
の
担
当

官
を
短
期
に
派
遣
で
き
る
制
度
に

な
っ
た
。
短
期
派
遣
を
受
け
入
れ
、

対
処
し
て
い
き
た
い
。�

� 税
収
の
確
保
と
�

　
住
宅
政
策
・
人
口
増
対
策
�

　
　
固
定
資
産
税
が
減
少
し
て
い
る
。

税
収
の
角
度
か
ら
の
住
宅
政
策
・
人

口
増
加
政
策
を
町
長
は
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。�

　
　
町
が
住
宅
建
設
を
行
う
と
こ

ま
で
い
っ
て
い
な
い
。人
口
増
に
い
て
は
、

若
者
向
け
の
集
合
住
宅
は
一
つ
の
方

策
だ
と
言
え
る
が
既
設
の
住
宅
団

地
の
道
路
ア
ク
セ
ス
な
ど
条
件
整
備

が
重
要
だ
。�

　
人
口
増
政
策
に
つ
い
て
は
提
言
を

受
け
た
人
口
減
に
対
応
す
る
懇
談

会
も
検
討
し
た
い
。�

� 入
湯
税
の
落
ち
込
み
の
�

 
　
現
状
と
観
光
振
興
策
�

　
　
減
少
傾
向
に
あ
る
入
湯
税
の

現
状
の
中
で
、観
光
振
興
策
は
重
要

で
あ
る
。
町
長
は
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

　
　
田
上
町
の
観
光
は「
温
泉
と
森

林
浴
の
癒
し
」の
健
康
づ
く
り
と
し

て
誘
客
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。早
い

時
期
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。�

� 消
防
団
員
の
充
足
率
と
�

　
　
　
 　
自
主
防
災
組
織
�

　
　
災
害
時
に
お
け
る
高
齢
者
の

救
出
を
考
え
て
も
消
防
団
員
の
充

足
率
の
現
状
は
深
刻
に
捉
え
る
べ

き
だ
。
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上

げ
る
思
い
が
あ
る
中
、手
を
打
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
打
つ
手
は
な
い
か
相
談
し
て
い
る
。

退
団
さ
れ
た
団
員
の
Ｏ
Ｂ
会
を
つ
く

ろ
う
と
の
話
が
上
が
っ
て
い
る
。も
う

少
し
時
間
を
か
け
て
対
応
し
て
い
き

た
い
。ま
た
若
い
人
た
ち
へ
の
地
域
防

災
の
啓
蒙
を
図
っ
て
い
き
た
い
。�

� 地
区
敬
老
会
の
�

 
開
催
状
況
と
今
後
の
対
応
�

　
　
今
年
は
１４
地
区
開
催
と
な
る

が
、未
実
施
地
区
へ
の
対
応
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

　
　「
敬
老
会
を
検
討
す
る
会
」で

事
前
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。�

�高
齢
者
い
き
が
い
健
康
づ
く
り
�

　
事
業
と
老
人
福
祉
の
充
実
�

　
　
高
齢
者
い
き
が
い
健
康
づ
く
り

は
重
要
な
段
階
だ
、心
起
園
施
設
の

充
実
が
必
要
で
な
い
か
。

　
　
高
齢
者
の
生
き
が
い
事
業
と
場

所
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、「
く
つ
ろ
ぎ
の

家
」な
ど
で
実
施
し
効
果
を
あ
げ
て

い
る
。心
起
園
は
多
く
の
人
か
ら
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
。設
備
の
老
朽
化

で
抜
本
的
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
が
、当
面
は
必
要
な
改
修
を
行
っ

て
い
き
た
い
。�

　
湯
っ
た
り
館
の
�

　　
収
支
状
況
と
今
後
の
展
望
�

　
　
入
館
者
数
の
減
少
、
借
入
償

還
金
の
増
加
な
ど
、今
後
の
運
営
に

厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
償
還
金
の
今

後
の
推
移
と
健
全
運
営
の
た
め
の

施
策
は
何
か
。

　
　
償
還
は
計
画
通
り
進
ん
で
い
る
。

１８
年
と
１９
年
度
が
ピ
ー
ク
で
そ
れ
以

降
は
下
降
し
、３２
年
度
に
は
１８
年
度

の
半
分
以
下
に
下
が
る
計
画
で
あ
る
。�

大
き
な
改
修
が
必
要
と
な
れ
ば
基

金
の
投
入
も
考
え
ら
れ
る
。従
っ
て

施
設
の
維
持
管
理
の
チ
ェッ
ク
を
指

示
し
て
い
る
。支
出
の
削
減
は
難
し
く
、

入
館
者
は
将
来
１６
万
人
位
ま
で
落

ち
込
む
と
見
込
ま
れ
る
。入
館
者
の

確
保
策
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。�

�　
土
木
・
建
設
行
政
の
�

　
　
現
状
と
今
後
の
対
応
�

　
　
一
般
建
設
予
算
の
減
少
で
建

設
業
に
影
響
が
出
て
い
る
。
今
後
の

災
害
時
対
応
・
除
雪
体
制
に
問
題
が

起
き
て
く
る
。
町
は
災
害
時
の
協
力

を
得
る
立
場
に
あ
る
。

　
現
状
を
踏
ま
え
、町
の
対
応
の
再

考
を
求
め
る
。

　
　
土
木
事
業
費
は
、１６
年
度
か
ら

全
体
で
７
千
万
円
位
に
な
っ
て
お
り
、

建
設
業
界
の
現
状
は
認
識
し
て
い
る
。

業
界
で
は
除
雪
車
の
維
持
な
ど
数

年
後
に
は
対
応
で
き
な
く
な
る
と
の

共
通
し
た
考
え
と
な
っ
て
い
る
。除
雪

車
は
町
の
リ
ー
ス
対
応
な
ど
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。現
状
の
除
雪

車
の
維
持
に
関
し
て
も
改
善
を
考
え

て
い
る
。�
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本
委
員
会
は
平
成
19
年
９
月
１８

日
付
付
託
さ
れ
た
次
の
８
案
件
を

審
査
し
ま
し
た
。�

��

����������������

①
平
成
１８
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一
般
会
計
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歳

出
決
算
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②
同
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度
下
水
道
事
業
特
別
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計
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入
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出
決
算
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③
同
年
度
集
落
排
水
事
業
特
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会
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入
歳
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決
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�

④
同
年
度
国
民
健
康
保
険
特
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会
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歳
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出
決
算
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⑤
同
年
度
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人
保
健
特
別
会
計
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出
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⑥
同
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度
介
護
保
険
特
別
会
計
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入
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出
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�

⑦
同
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度
訪
問
看
護
事
業
特
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会

計
歳
入
歳
出
決
算
�

⑧
同
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
�

　
以
上
、全
案
件
認
定
す
べ
き
も
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と
決
定
し
ま
し
た
。�
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査
の
中
で
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度
で
賦
課
さ

れ
た
町
税
に
つ
い
て
は
100
％
徴
収
さ

れ
ず
に
滞
納
繰
越
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

滞
納
に
な
っ
た
も
の
は
次
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度
以
降

で
の
収
納
率
は
９.２
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で
あ
る
た
め
に

滞
納
額
が
年
々
累
積
さ
れ
て
い
き
ま

す
。抜
本
的
な
解
消
策
は
な
い
か
と

の
指
摘
が
あ
り
、税
務
課
の
職
員
が

鋭
意
戸
別
徴
収
に
歩
い
て
い
る
が
、そ

の
方
々
の
生
活
実
態
も
あ
り
、み
る
べ

き
成
果
が
あ
が
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
の
事
情
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

滞
納
処
分
を
す
る
に
し
て
も
し
か
る

べ
き
財
産
も
な
い
の
で
足
し
げ
く
通
っ

て
少
し
で
も
納
入
さ
れ
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。滞
納

分
は
一
挙
に
解
消
す
る
と
い
っ
た
妙

案
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。�

　
　
　
　
委
員
長
　
熊
倉
　
良
平
�

���　
徴
税
の
あ
り
方
と
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今
後
の
徴
収
対
策
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１８
年
度
決
算
も
徴
税
率
が
悪

く
な
っ
て
い
る
。
未
納
額
は
１
億
２

千
８４７
万
８
千
円
で
昨
年
比
８
％
増
、

不
能
欠
損
額
は
237
万
２
千
円
で
昨

年
比
７６．３
％
増
と
な
っ
て
い
る
。
町
長

の
徴
税
の
努
力
と
今
後
の
考
え
方

を
質
す
。

　
　
町
民
課
の
１０
名
の
ス
タ
ッ
フ
で

対
応
し
て
来
た
が
苦
労
し
て
い
る
。

県
よ
り
各
市
町
村
に
税
務
の
担
当

官
を
短
期
に
派
遣
で
き
る
制
度
に

な
っ
た
。
短
期
派
遣
を
受
け
入
れ
、

対
処
し
て
い
き
た
い
。�

� 税
収
の
確
保
と
�

　
住
宅
政
策
・
人
口
増
対
策
�

　
　
固
定
資
産
税
が
減
少
し
て
い
る
。

税
収
の
角
度
か
ら
の
住
宅
政
策
・
人

口
増
加
政
策
を
町
長
は
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。�

　
　
町
が
住
宅
建
設
を
行
う
と
こ

ま
で
い
っ
て
い
な
い
。人
口
増
に
い
て
は
、

若
者
向
け
の
集
合
住
宅
は
一
つ
の
方

策
だ
と
言
え
る
が
既
設
の
住
宅
団

地
の
道
路
ア
ク
セ
ス
な
ど
条
件
整
備

が
重
要
だ
。�

　
人
口
増
政
策
に
つ
い
て
は
提
言
を

受
け
た
人
口
減
に
対
応
す
る
懇
談

会
も
検
討
し
た
い
。�

� 入
湯
税
の
落
ち
込
み
の
�

 
　
現
状
と
観
光
振
興
策
�

　
　
減
少
傾
向
に
あ
る
入
湯
税
の

現
状
の
中
で
、観
光
振
興
策
は
重
要

で
あ
る
。
町
長
は
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

　
　
田
上
町
の
観
光
は「
温
泉
と
森

林
浴
の
癒
し
」の
健
康
づ
く
り
と
し

て
誘
客
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。早
い

時
期
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。�

� 消
防
団
員
の
充
足
率
と
�

　
　
　
 　
自
主
防
災
組
織
�

　
　
災
害
時
に
お
け
る
高
齢
者
の

救
出
を
考
え
て
も
消
防
団
員
の
充

足
率
の
現
状
は
深
刻
に
捉
え
る
べ

き
だ
。
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上

げ
る
思
い
が
あ
る
中
、手
を
打
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
打
つ
手
は
な
い
か
相
談
し
て
い
る
。

退
団
さ
れ
た
団
員
の
Ｏ
Ｂ
会
を
つ
く

ろ
う
と
の
話
が
上
が
っ
て
い
る
。も
う

少
し
時
間
を
か
け
て
対
応
し
て
い
き

た
い
。ま
た
若
い
人
た
ち
へ
の
地
域
防

災
の
啓
蒙
を
図
っ
て
い
き
た
い
。�

� 地
区
敬
老
会
の
�

 
開
催
状
況
と
今
後
の
対
応
�

　
　
今
年
は
１４
地
区
開
催
と
な
る

が
、未
実
施
地
区
へ
の
対
応
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

　
　「
敬
老
会
を
検
討
す
る
会
」で

事
前
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。�

�高
齢
者
い
き
が
い
健
康
づ
く
り
�

　
事
業
と
老
人
福
祉
の
充
実
�

　
　
高
齢
者
い
き
が
い
健
康
づ
く
り

は
重
要
な
段
階
だ
、心
起
園
施
設
の

充
実
が
必
要
で
な
い
か
。

　
　
高
齢
者
の
生
き
が
い
事
業
と
場

所
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、「
く
つ
ろ
ぎ
の

家
」な
ど
で
実
施
し
効
果
を
あ
げ
て

い
る
。心
起
園
は
多
く
の
人
か
ら
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
。設
備
の
老
朽
化

で
抜
本
的
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
が
、当
面
は
必
要
な
改
修
を
行
っ

て
い
き
た
い
。�

　
湯
っ
た
り
館
の
�

　　
収
支
状
況
と
今
後
の
展
望
�

　
　
入
館
者
数
の
減
少
、
借
入
償

還
金
の
増
加
な
ど
、今
後
の
運
営
に

厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
償
還
金
の
今

後
の
推
移
と
健
全
運
営
の
た
め
の

施
策
は
何
か
。

　
　
償
還
は
計
画
通
り
進
ん
で
い
る
。

１８
年
と
１９
年
度
が
ピ
ー
ク
で
そ
れ
以

降
は
下
降
し
、３２
年
度
に
は
１８
年
度

の
半
分
以
下
に
下
が
る
計
画
で
あ
る
。�

大
き
な
改
修
が
必
要
と
な
れ
ば
基

金
の
投
入
も
考
え
ら
れ
る
。従
っ
て

施
設
の
維
持
管
理
の
チ
ェッ
ク
を
指

示
し
て
い
る
。支
出
の
削
減
は
難
し
く
、

入
館
者
は
将
来
１６
万
人
位
ま
で
落

ち
込
む
と
見
込
ま
れ
る
。入
館
者
の

確
保
策
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。�

�　
土
木
・
建
設
行
政
の
�

　
　
現
状
と
今
後
の
対
応
�

　
　
一
般
建
設
予
算
の
減
少
で
建

設
業
に
影
響
が
出
て
い
る
。
今
後
の

災
害
時
対
応
・
除
雪
体
制
に
問
題
が

起
き
て
く
る
。
町
は
災
害
時
の
協
力

を
得
る
立
場
に
あ
る
。

　
現
状
を
踏
ま
え
、町
の
対
応
の
再

考
を
求
め
る
。

　
　
土
木
事
業
費
は
、１６
年
度
か
ら

全
体
で
７
千
万
円
位
に
な
っ
て
お
り
、

建
設
業
界
の
現
状
は
認
識
し
て
い
る
。

業
界
で
は
除
雪
車
の
維
持
な
ど
数

年
後
に
は
対
応
で
き
な
く
な
る
と
の

共
通
し
た
考
え
と
な
っ
て
い
る
。除
雪

車
は
町
の
リ
ー
ス
対
応
な
ど
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。現
状
の
除
雪

車
の
維
持
に
関
し
て
も
改
善
を
考
え

て
い
る
。�

決
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告

決
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告
�

決
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告
�熊倉委員長 関根副委員長

問
�

問
�

答
�

答
�

問
�

問
�

問
�

答
�

問
�

問
�

答
�

問
�

答
�

答
�

答
�

答
�

町
長
へ
の
総
括
質
疑�



田上町 議会だより 第74号 （14）（15） 田上町 議会だより 第74号

個人町民税
33％

個人町民税
33％

固定資産税
50％

軽自動車税2％

町たばこ税6％ 入湯税4％

法人町民税
5％

平成18年度田上町一般会計歳入歳出決算額�平成18年度田上町一般会計歳入歳出決算額�

平成18年度田上町特別会計の歳入・歳出決算額�平成18年度田上町特別会計の歳入・歳出決算額�

歳入 単位：千円�

単位：千円�

単位：千円�

科　　　目 決算額

町 税 �

地 方 譲 与 税 �

利 子 割 交 付 金 �

配 当 割 交 付 金 �

株式等譲渡割交付金�

地 方 消 費 税 交 付 金 �

ゴルフ場利用税交付金�

自動車取得税交付金�

地 方 特 例 交 付 金 �

地 方 交 付 税 �

交通安全対策特別交付金�

分 担 金 及び 負 担 金 �

使 用 料 及び 手 数 料 �

国 庫 支 出 金 �

県 支 出 金 �

財 産 収 入 �

寄 付 金 �

繰 入 金 �

繰 越 金 �

諸 収 入 �

町 債 �

1,080,547�

201,001�

4,562�

3,975�

3,175�

105,068�

28,139�

42,308�

25,220�

1,493,189�

2,844�

123,130�

118,215�

95,487�

152,423�

14,854�

128�

49,573�

101,557�

229,203�

436,000�

4,310,598

前年度決算
との比較

町民一人
当たり（円）

11,004�

55,054�

△ 1,815�

1,116�

△ 429�

2,581�

1,463�

711�

△ 8,492�

△ 149,935�

129�

5,471�

△ 9,895�

△ 32,541�

△ 15,168�

△ 11,492�

20�

△ 1,318�

△ 26,462�

18,039�

163,700�

1,741

80,716�

15,015�

341�

297�

237�

7,849�

2,102�

3,160�

1,884�

111,540�

212�

9,198�

8,831�

7,133�

11,386�

1,110�

10�

3,703�

7,586�

17,121�

32,569�

321,999

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

歳入合計

科　　　目 決算額

議 会 費 �

総 務 費 �

民 生 費 �

衛 生 費 �

労 働 費 �

農 林 水 産 業 費 �

商 工 費 �

土 木 費 �

消 防 費 �

教 育 費 �

公 債 費 �

災 害 復 旧 費 �

83,319�

405,795�

1,175,773�

324,079�

13,239�

301,616�

303,595�

395,653�

199,733�

362,910�

613,597�

11,068�

4,190,377

前年度決算
との比較

町民一人
当たり（円）

△ 3,210�

△ 142,537�

198,525�

12,989�

3,442�

45,477�

△ 24,629�

△ 31,559�

21,026�

△ 30,748�

△ 61,757�

△ 3,942�

△ 16,923

6,224�

30,313�

87,829�

24,208�

989�

22,531�

22,678�

29,555�

14,920�

27,109�

45,835�

827�

313,018

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

歳出合計

歳入歳出差引額  1億2,022万1千円　（田上町人口　平成19年9月1日現在　13,387人）�

前年度に比べて1,692万3千円の減�前年度に比べて174万1千円の増�

下 水 道 事 業 �

集 落 排 水 事 業 �

国 民 健 康 保 険 �

老 人 保 健 �

訪 問 看 護 事 業 �

介 護 保 険 �

�

水 道 事 業 会 計 �

465,932�

76,894�

1,223,658�

1,187,758�

46,070�

752,103�

収益的収入�

259,753�

資本的収支�

9,691

462,423�

75,328�

1,162,195�

1,185,556�

38,399�

693,371�

収益的支出�

233,784�

資本的支出�

61,361

3,509�

1,566�

61,463�

2,202�

7,671�

58,732�

�

25,969�

�

△ 51,670

歳　入区　　分 歳　出 差引額

歳出

町税の内訳

社
会
文
教
（
所
管
事
務
調
査
）�

　
期
　
日
　
９
月
４
日

○
心
起
園
の
修
繕
に
つ
い
て

　
先
の
所
管
事
務
調
査
で
報
告
の

あ
っ
た
心
起
園
の
配
管
に
不
具
合
が

あ
り
、水
も
れ
の
関
係
で
床
が
損
傷

し
取
り
替
え
の
必
要
が
あ
る
。�

　
今
後
の
対
応
と
し
て
配
管
の
圧

力
検
査
等
を
や
り
、経
費
が
か
か
っ

た
事
な
ど
更
に
調
査
を
し
て
ゆ
く

と
抜
本
的
に
改
修
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。�

　
　
　
委
員
長
　
吉
田
　
昭
一�

三
条
地
域
水
道
用
水
供
給�

企
業
団�

　７
月
定
例
会

　　
期
日
　
平
成
１９
年
７
月
３０
日

　
場
所
　
企
業
団
事
務
所

　○
監
査
委
員
の
選
任�

　
田
上
町
　
児
玉
輝
男
議
員�

○
平
成
１８
年
度
水
道
用
水
供
給
事

業
決
算
認
定

（
収
益
的
）�

　
収
入
１１
億
４
千
３４５
万
４
千
８９８
円�

　
支
出
１０
億
５
千
４６３
万
７
千
３０１
円�

（
資
本
的
）�

　
収
入
１７
億
３
千
３８１
万
３
千
円�

　
支
出
２２
億
１
千
１６５
万
５
千
７６８
円�

　
　
　
組
合
議
員
　
小
野
澤
健
吉�

　
　
　
　
　
　
　
児
玉
　
輝
男�

　
　
　
　
　
　
　
池
井
　
　
豊�

��

三
条
・
燕
・
西
蒲
・
南
蒲
広
域

養
護
老
人
ホ
ー
ム
施
設
組
合�

　７
月
臨
時
会

　　
期
日
　
平
成
１９
年
７
月
１９
日

　
場
所
　
三
条
市
役
所

　○
監
査
委
員
の
選
任

　
弥
彦
村
　
志
田
　
武
議
員�

　
田
上
町
　
中
野
和
美
議
員�

○
条
例
改
正

　
県
央
寮
設
置
条
例
の
一
部
改
正�

○
補
正
予
算

　
寄
附
金
に
よ
る
補
正
予
算�

○
専
決
処
分
　
２
件�

　
　
組
合
議
員
　
中
野
　
和
美�

�
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療�

広
域
連
合�

　７
月
定
例
会

　　
期
日
　
平
成
１９
年
７
月
２５
日

　
場
所
　
新
潟
県
自
治
会
館

　　
こ
の
広
域
連
合
は
す
で
に
立
ち
上

が
っ
て
お
り
市
町
村
議
会
の
代
表
者

が
よ
う
や
く
決
ま
っ
た
段
階
で
の
初

め
て
議
会
が
開
か
れ
た
。�

　
７５
才
以
上
の
人
達
が
加
入
を
す

る
も
の
で
医
療
費
の
負
担
も
大
き
い

こ
と
か
ら
滞
納
等
に
つ
い
て
は
充
分

配
慮
す
る
こ
と
、市
町
村
の
皆
さ
ん

に
ど
う
い
う
広
報
活
動
を
す
る
の
か

と
云
う
２
名
の
質
問
が
あ
っ
た
。�

　
提
案
さ
れ
た
３２
の
全
議
案
が
可

決
さ
れ
た
。�

　
　
組
合
議
員
　
吉
田
　
昭
一�

一
部
事
務
組
合
報
告
�

常
任
委
員
会
の
動
き
�

▲三条地域水道用水供給企業団田上町議員

▲心起園の改修ヶ所

常任委員会の動き ・ 一部事務組合報告�
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地 方 譲 与 税 �

利 子 割 交 付 金 �

配 当 割 交 付 金 �

株式等譲渡割交付金�
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ゴルフ場利用税交付金�
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地 方 特 例 交 付 金 �
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交通安全対策特別交付金�

分 担 金 及び 負 担 金 �

使 用 料 及び 手 数 料 �

国 庫 支 出 金 �

県 支 出 金 �

財 産 収 入 �

寄 付 金 �

繰 入 金 �

繰 越 金 �

諸 収 入 �

町 債 �

1,080,547�

201,001�

4,562�

3,975�

3,175�

105,068�

28,139�

42,308�

25,220�

1,493,189�

2,844�

123,130�

118,215�

95,487�

152,423�

14,854�

128�

49,573�

101,557�

229,203�

436,000�

4,310,598

前年度決算
との比較

町民一人
当たり（円）

11,004�

55,054�

△ 1,815�

1,116�

△ 429�

2,581�

1,463�

711�

△ 8,492�

△ 149,935�

129�

5,471�

△ 9,895�

△ 32,541�

△ 15,168�

△ 11,492�

20�

△ 1,318�

△ 26,462�

18,039�

163,700�

1,741

80,716�

15,015�

341�

297�

237�

7,849�

2,102�

3,160�

1,884�

111,540�

212�

9,198�

8,831�

7,133�

11,386�
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32,569�
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科　　　目 決算額

議 会 費 �

総 務 費 �

民 生 費 �

衛 生 費 �

労 働 費 �

農 林 水 産 業 費 �

商 工 費 �

土 木 費 �

消 防 費 �

教 育 費 �

公 債 費 �

災 害 復 旧 費 �

83,319�

405,795�

1,175,773�

324,079�

13,239�

301,616�

303,595�

395,653�

199,733�

362,910�

613,597�

11,068�

4,190,377

前年度決算
との比較

町民一人
当たり（円）

△ 3,210�

△ 142,537�

198,525�

12,989�

3,442�

45,477�

△ 24,629�

△ 31,559�

21,026�

△ 30,748�

△ 61,757�

△ 3,942�

△ 16,923

6,224�

30,313�

87,829�

24,208�

989�

22,531�

22,678�

29,555�

14,920�

27,109�

45,835�

827�

313,018

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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歳出合計

歳入歳出差引額  1億2,022万1千円　（田上町人口　平成19年9月1日現在　13,387人）�

前年度に比べて1,692万3千円の減�前年度に比べて174万1千円の増�

下 水 道 事 業 �

集 落 排 水 事 業 �

国 民 健 康 保 険 �

老 人 保 健 �

訪 問 看 護 事 業 �

介 護 保 険 �

�

水 道 事 業 会 計 �

465,932�

76,894�

1,223,658�

1,187,758�

46,070�

752,103�

収益的収入�

259,753�

資本的収支�

9,691

462,423�

75,328�

1,162,195�

1,185,556�

38,399�

693,371�

収益的支出�

233,784�

資本的支出�

61,361

3,509�

1,566�

61,463�

2,202�

7,671�

58,732�

�

25,969�

�

△ 51,670

歳　入区　　分 歳　出 差引額

歳出

町税の内訳

社
会
文
教
（
所
管
事
務
調
査
）�

　
期
　
日
　
９
月
４
日

○
心
起
園
の
修
繕
に
つ
い
て

　
先
の
所
管
事
務
調
査
で
報
告
の

あ
っ
た
心
起
園
の
配
管
に
不
具
合
が

あ
り
、水
も
れ
の
関
係
で
床
が
損
傷

し
取
り
替
え
の
必
要
が
あ
る
。�

　
今
後
の
対
応
と
し
て
配
管
の
圧

力
検
査
等
を
や
り
、経
費
が
か
か
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た
事
な
ど
更
に
調
査
を
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て
ゆ
く

と
抜
本
的
に
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し
な
け
れ
ば
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な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
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が
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た
。�

　
　
　
委
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長
　
吉
田
　
昭
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地
域
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道
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水
供
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団�
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定
例
会

　　
期
日
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成
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３０
日
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所
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成
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健
吉�

　
　
　
　
　
　
　
児
玉
　
輝
男�

　
　
　
　
　
　
　
池
井
　
　
豊�

��

三
条
・
燕
・
西
蒲
・
南
蒲
広
域

養
護
老
人
ホ
ー
ム
施
設
組
合�

　７
月
臨
時
会

　　
期
日
　
平
成
１９
年
７
月
１９
日

　
場
所
　
三
条
市
役
所

　○
監
査
委
員
の
選
任

　
弥
彦
村
　
志
田
　
武
議
員�

　
田
上
町
　
中
野
和
美
議
員�

○
条
例
改
正

　
県
央
寮
設
置
条
例
の
一
部
改
正�

○
補
正
予
算

　
寄
附
金
に
よ
る
補
正
予
算�

○
専
決
処
分
　
２
件�

　
　
組
合
議
員
　
中
野
　
和
美�

�

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療�

広
域
連
合�

　７
月
定
例
会

　　
期
日
　
平
成
１９
年
７
月
２５
日

　
場
所
　
新
潟
県
自
治
会
館

　　
こ
の
広
域
連
合
は
す
で
に
立
ち
上

が
っ
て
お
り
市
町
村
議
会
の
代
表
者

が
よ
う
や
く
決
ま
っ
た
段
階
で
の
初

め
て
議
会
が
開
か
れ
た
。�

　
７５
才
以
上
の
人
達
が
加
入
を
す

る
も
の
で
医
療
費
の
負
担
も
大
き
い

こ
と
か
ら
滞
納
等
に
つ
い
て
は
充
分

配
慮
す
る
こ
と
、市
町
村
の
皆
さ
ん

に
ど
う
い
う
広
報
活
動
を
す
る
の
か

と
云
う
２
名
の
質
問
が
あ
っ
た
。�

　
提
案
さ
れ
た
３２
の
全
議
案
が
可

決
さ
れ
た
。�

　
　
組
合
議
員
　
吉
田
　
昭
一�

一
部
事
務
組
合
報
告
�

常
任
委
員
会
の
動
き
�

▲三条地域水道用水供給企業団田上町議員

▲心起園の改修ヶ所

常任委員会の動き ・ 一部事務組合報告�



編
集
後
記

編
集
後
記

�

編
集
後
記

�

　
１１
日
間
に
及
ぶ
決
算
議
会
が

白
熱
し
た
議
論
で
終
結
し
た
。特

に
固
定
資
産
税
、国
保
税
の
収
入

未
済
額
の
拡
大
は
生
活
困
窮
に

よ
る
も
の
か
？
意
識
的
な
も
の
か
？

税
納
入
の
公
平
面
か
ら
も
大
変

難
し
い
も
の
が
あ
る
。�

　
税
金
と
い
う
言
葉
は
誰
も
が

好
ま
し
く
は
無
い
も
の
で
あ
る
が
、

町
政
の
執
行
に
必
要
不
可
欠
な

財
源
で
あ
る
。�

　
格
差
社
会
、年
金
問
題
、経
済

の
低
迷
等
社
会
不
安
が
広
が
る

中
で
田
上
町
の
現
状
と
将
来
展

望
を
明
る
い
も
の
に
す
る
べ
く
知

恵
を
出
し
て
町
政
は
町
民
の
為
に
、

そ
し
て
町
民
が
町
の
為
に
と
、理

解
し
て
も
ら
え
る
時
が
田
上
町
の

発
展
の
礎
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。�

　
そ
の
為
に
議
会
も
執
行
と
議

論
を
重
ね
確
か
な
方
向
性
を
示

す
事
が
必
要
で
あ
ろ
う
。�

（
泉
田
記
）�

委  

員  

長
　
池
井
　
　
豊

副
委
員
長
　
渡
邉
　
正
策

委
　
　
員
　
吉
田
　
昭
一

委
　
　
員
　
泉
田
　
壽
一

委
　
　
員
　
川
口
與
志
郎

委
　
　
員
　
中
野
　
和
美
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お知らせ

１２
月
定
例
会
初
日
の
予
定

１２
月
１７
日
　�

町
の
幼
児
園（
幼
保
一
元
）建
設
構
想

が
明
ら
か
に
な
り
、７
月
２３
日
の
臨
時
会

で
議
員
発
議
に
よ
り
、特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。�

町
で
は
当
初
、地
方
交
付
税
の
削
減
等
、

町
の
財
政
状
況
か
ら
判
断
し
、【
民
設
民

営
】の
考
え
で
あ
り
ま
し
た
が
、町
民
の

皆
様
の
協
力
も
あ
り
、財
政
健
全
化
計

画
の
進
行
状
況
か
ら【
公
設
公
営
】で
建

設
す
る
事
も
可
能
と
最
終
判
断

を
し
ま
し
た
。計
画
案
で
は
、�

・
公
設
公
営
に
よ
る
平
成
２２
年
４

月
１
日
開
設�

・
５
箇
所
の
保
育
所
と
竹
の
友
幼

稚
園
と
統
合�

・
定
員
人
数
２３５
人�

・
増
築
面
積
１
千
５４６
㎡
な
ど�

９
月
４
日
に
全
委
員
か
ら
町
の

計
画
案
に
つ
い
て
意
見
を
聞
き
ま

し
た
。委
員
全
員
は【
公
設
公
営
】

で
の
幼
児
園
建
設
自
体
に
は
賛
成

で
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、２
人
の

委
員
か
ら
小
学
校
区
で
の
２
箇
所

を
主
張
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、今
後
の
課
題
と
し
て
町
の
研

究
不
足
、臨
時
職
員
の
処
遇
、災
害
時
の

安
全
対
策
、地
盤
の
調
査
、竹
の
友
幼
稚

園
自
体
の
老
朽
化
、木
造
で
の
建
築
な
ど

の
問
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。�

特
別
委
員
会
で
は
今
後
も
建
設
方
法
・

運
営
方
法
な
ど
さ
ら
に
調
査
、研
究
を

推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。�　

　
　
委
員
長
　
児
玉
　
輝
男�

�

　
平
成
１９
年
７
月
２３
日
、第
４
回
臨

時
会
が
招
集
さ
れ
、２
議
案
を
提
案

ど
う
り
可
決
し
ま
し
た
。�

�

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
　
歳
入
歳
出
と
も
５７３
万
３
千
円
が

追
加
補
正
さ
れ
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
田
上
中
学
校
体
育
館
の
天

井
ボ
ー
ド
工
事
経
費
と
し
て
専
決

処
分
さ
れ
た
も
の
で
す
。�

�

◆
田
上
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　
　
介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
に

係
わ
る
所
得
割
額
、均
等
割
額
の

税
率
を
上
げ
る
案
件
で
す
。３
年

計
画
で
段
階
的
に
税
率
を
引
き
上

げ
る
と
い
う
こ
と
で
、今
年
２
年
目

に
当
り
、税
率
を
上
げ
る
こ
と
を
承

認
し
ま
し
た
。�

平
成
１９
年
第
４
回�

 

田
上
町
議
会（
臨
時
会
）�

�

幼
児
園
建
設
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置�

幼
児
園
建
設
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置�

（月）�


